
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌによる 

  ｒａｎｄｏｍ試料なしでＩＣＤＤの強度比による逆極点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１１月２８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 連続データを分割し逆極点計算を行う,InverseAllソフトウエアでは、広い範囲のデータを用いて 

   計算が行われているが、狭い範囲のデータに対し計算を行うとＥｒｒｏｒが発生します。 

   ＩＣＤＤデータ 

    

に対し、 

    

 で計算を行った場合で説明します。 

 

 

 

 

 

 



測定データが 

 

の場合 

 

ほぼ、全てが１．０になります。 

測定データが、 

 

の場合 

 

若干、１．０を上回ります。 

 

 



しかし、測定データが、 

 

の場合、ＩＣＤＤデータを 

 

６本にすれば 

 

ほぼ１．０になります。 

 

 

 

 

 

 

 



この現象の原因はＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌの Executionの計算時、１００に規格化する範囲の問題です。 

 

入力データは６本の場合、６本を１００に規格化します。 

しかし、ICDDが１２本の場合、１２本による１００の規格化が行われています。 

６本の１００に規格化とは、 

 ６本の合計で各ピーク強度を割り、１００を掛けた値です。 

 

以上の事で、ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌ（Ｖｅｒ１．１０）では、 

ＩＣＤＤデータをｃｏｐｙし、６本制限を追加してください。 

データは、C:¥CTR¥work¥MYICDDにあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒ１．１１による改良 

 

 

 

 

 入力データが６本の場合、ＵＣＤＤデータを１２本から６本として再計算を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１１０）と（２２０）がある場合、逆極点図上では平均値で表示されます。 

 

を逆極点図で表示 

 


